
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

第
二
東
海
自
動
車
道
横
浜
名
古
屋
線

道
路
の
区
域

御
殿
場
市
中
清
水
字
モ
ジ
リ
堰
六
七
二
番
五
か
ら
同
市
神
山
字
大
野
原

一
九
二
五
番
一
七
一
二
ま
で

前

最
大

一
二
四

最
小

三
八

四
、
五
一
三

後

最
大

二
二
二

最
小

三
六

裾
野
市
今
里
字
木
ノ
根
坂
一
六
〇
八
番
二
か
ら
同
市
大
字
北
野
字
富
窪

四
四
番
二
三
ま
で

前

最
大

一
七
〇

最
小

三
八

七
、
一
六
二

後

最
大

二
一
九

最
小

三
五

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
大
字
東
野
字
八
分
平
八
四
番
三
九
か
ら
同
県
駿

東
郡
長
泉
町
大
字
元
長
窪
字
中
尾
五
五
三
番
一
ま
で

前

最
大

五
〇
七

最
小

四
〇

二
、
六
五
一

後

最
大

五
〇
七

最
小

四
〇

沼
津
市
大
字
足
高
字
尾
上
三
七
一
番
一
か
ら
同
市
石
川
字
神
ヶ
澤
一
〇

一
八
番
三
ま
で

前

最
大

四
〇
二

最
小

四
〇

八
、
二
九
九

後

最
大

五
三
三

最
小

三
八

富
士
市
船
津
字
矢
川
上
八
〇
八
番
地
六
か
ら
同
市
北
松
野
字
小
路
三
二

四
二
番
地
一
ま
で

前

最
大

四
三
一

最
小

三
五

一
九
、
五
九
五

後

最
大

四
四
六

最
小

三
五

富
士
宮
市
山
本
字
石
之
宮
九
一
二
番
地
六
か
ら
同
市
内
房
字
鴉
森
五
三

八
番
地
ま
で

前

最
大

二
七
〇

最
小

三
五

四
、
七
七
五

後

最
大

二
七
〇

最
小

三
五

静
岡
市
清
水
区
宍
原
字
大
沢
三
〇
一
〇
番
地
か
ら
同
市
葵
区
飯
間
字
宮

池
地
先
ま
で

前

最
大

六
一
六

最
小

三
五

三
三
、
七
七
三

後

最
大

五
八
九

最
小

三
五

藤
枝
市
岡
部
町
桂
島
字
朝
比
奈
山
堂
々
地
先
か
ら
同
市
谷
稲
葉
字
神
谷

地
先
ま
で

前

最
大

四
三
三

最
小

三
九

一
二
、
一
一
四

後

最
大

四
八
八

最
小

三
八

島
田
市
大
草
字
上
反
方
地
先
か
ら
同
市
大
代
字
安
田
二
八
四
〇
番
六
ま

で

前

最
大

三
四
四

最
小

三
八

一
二
、
六
二
四

後

最
大

三
四
六

最
小

三
八

掛
川
市
倉
真
字
松
葉
ズ
ズ
ク
ホ
八
四
四
〇
番
一
か
ら
同
市
幡
鎌
字
板
ヶ

谷
八
六
四
番
二
ま
で

前

最
大

四
一
七

最
小

三
九

一
一
、
八
八
一

後

最
大

四
五
五

最
小

三
九

静
岡
県
周
智
郡
森
町
睦
実
字
杭
瀬
ケ
谷
一
一
〇
八
番
一
か
ら
同
県
周
智

最
大

五
一
〇

静
岡
県
周
智
郡
森
町
睦
実
字
杭
瀬
ケ
谷
一
一
〇
八
番
一
か
ら
同
県
周
智

郡
森
町
一
宮
字
奥
ノ
谷
五
八
九
四
番
ま
で

前

最
大

五
一
〇

最
小

三
八

六
、
八
七
二

後

最
大

五
一
〇

最
小

三
七

磐
田
市
敷
地
字
枳
ケ
谷
一
二
四
八
番
四
か
ら
同
市
合
代
島
字
清
水
通
五

九
九
番
三
地
先
ま
で

前

最
大

一
五
七

最
小

三
八

四
、
三
八
〇

後

最
大

一
五
七

最
小

三
八

浜
松
市
浜
北
区
中
瀬
字
揚
見
六
二
四
二
番
地
先
か
ら
同
市
北
区
引
佐
町

的
場
字
西
久
保
三
〇
〇
番
五
ま
で

前

最
大

六
〇
七

最
小

三
三

一
八
、
九
三
九

後

最
大

六
〇
七

最
小

三
三

平成™š年˜—月˜›日 金曜日 第œ�œ 号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
十
七
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
十
八
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
九
月

三
十
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
Ｆ
`
4
3
6号

仕
切
り
電
線
貫
通

部
（
Ａ
6
0級
）
兼

仕
切
り
管
貫
通
部

（
Ａ
6
0級
）

R
o
x
te
c

S
e
a
lin

g
S
y
ste

m
R
o
x
te
c

In
te
rn
a
-

tio
n
a
l
A
B

貫
通
部
材
の
一
部
の
構
成
部
品

に
つ
い
て
大
き
さ
が
異
な
る
も

の
の
追
加

〇
環
境
省
告
示
第
七
十
九
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
六
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
十
三
年
十
月
環
境
省
告
示
第
五
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

環
境
大
臣

細
野

志

附
則
中
「
こ
の
告
示
の
適
用
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
た
日
に
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
限

り
、」に
改
め
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
八
十
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
六
条
の
三
第
十

号
、
第
六
条
の
四
第
十
一
号
、
第
六
条
の
六
の
二
第
二
十
一
号
（
同
令
第
十
二
条
の
十
二
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
十
二
条
の
十
二
の
四
第
十
号
及
び
第
十
二
条
の
十
二
の
五
第
十
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
肉
骨
粉

に
係
る
再
生
利
用
の
認
定
の
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
及
び
図
面
並
び
に
再
生
利
用
の
内
容
等
の
基
準
（
平
成
十
三
年

十
月
環
境
省
告
示
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

環
境
大
臣

細
野

志

附
則
中
「
適
用
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
た
日
に
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、」に
改
め

る
。

〇
環
境
省
告
示
第
八
十
一
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十
二
条
の
十
二

の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
産
業
廃
棄
物
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
十
六
年
六
月
環
境
省
告
示

第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

環
境
大
臣

細
野

志

附
則
中
「
こ
の
告
示
の
適
用
の
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
六
月
を
経
過
し
た
日
に
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一

日
限
り
、」に
改
め
る
。
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